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早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）

公認プロジェクト募集要項

2015 年 9 月 30 日

WAVOC は、大学生が社会に貢献することを応援する早稲田大学のボランティアセンターです。

大学生らしい豊かな発想で社会の課題に取り組んでいる社会に貢献する団体を募集します！

選考の結果、公認プロジェクトとして認定されれば、ＷＡＶＯＣの支援を受けることができます。

WAVOC公認

プロジェクト

とは

・WAVOC の趣旨（http://www.waseda.jp/wavoc/about/）に賛同し、ボランティア・社会貢献を

目的や活動内容とする団体をいいます。

・3 年間を基本単位とします（2016 年 4 月－2019 年 3 月）。

・メリット

WAVOC 広報媒体の利用(3,000 名程度に配信されるメールニュース、waseda-net portal、web

サイト等)、イベントへの参加、活動費の受給、会議室・教室の利用、印刷機の利用、教職員か

らのアドバイス、人的ネットワークの活用、など。（別紙１参照）

・責任

WAVOC が公認する団体としてふさわしい行動、必要な書類・情報等を WAVOC に提出する、

など。（別紙 1 参照）

募集件数 約 10 団体

応募資格

1) WAVOC の趣旨（http://www.waseda.jp/wavoc/about/）に賛同し、これと合致した社会貢献

やボランティアを活動の主たる内容や目的としている団体であるとともに、自らの責任おい

て主体的に活動を継続できる団体であること。

2) 政治的、宗教的活動を内容や目的としていないこと。

3) 応募時点までに活動実績があること。

4) 活動地がある場合、少なくとも公認期間（原則として 3 年間）は、現地で必要な支援が受け

られる見通しが立っていること。

5) 海外での活動があるプロジェクトは、WAVOC とボランティア活動に関する覚書（英語また

は日本語）を結べる組織・団体が見込めること（覚書を結ばないと WAVOC プロジェクトと

しての現地活動は実施できない）。（詳細については応事前相談）

6) 原則として、早稲田大学の在学生が過半数を占めていること（これに当てはまらない場合は

要事前相談）。

7) 他団体等の早稲田大学支部という位置づけである場合、その団体等よりも WAVOC の趣旨

（http://www.waseda.jp/wavoc/about/）や WAVOC に対する責任（別紙 1 参照）を優先する

こと。

8) 早稲田大学内に顧問となる教職員がいること。担当教職員から別紙「WAVOC 公認プロジェ

クト担当教職員の任務について」の了解をとること。

応募書類

1) 申請書（規定書式を WAVOC の web サイトからダウンロード）

2) 名簿（規定書式を WAVOC の web サイトからダウンロード・申請時点で実質的に活動して

いるメンバーのみ）
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3) 下記「評価基準」にしたがって①これまでの活動の目に見える成果、②これまでの活動の目

に見えない成果、③これから 3 年間の活動計画、を記したもの（書式自由、A4 二枚まで）

4) WAVOC 公認プロジェクト担当受諾書（規定書式を WAVOC の web サイトからダウンロー

ド）

5) 印刷物（報告書や DVD など）、成果物があれば添付提出が可能であるが、評価の対象外であ

る。審査は基本的には申請書をもとにして行われる。審査員によっては添付資料を参考にす

る場合もある。

上記 1)～3)については、プリントアウト各 1 部のほか、データをメールまたは CD 等電子媒体で

提出してください。

提出または

郵送先

〒169-0071 東京都新宿区戸塚町 1-103 早稲田 STEP21

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター

公認プロジェクト募集係

応募締切 2015 年 10 月 29 日(木) 18:00 必着

評価基準

・ボランティア活動の内容自体の質については容易に審査できるものではありません。したがっ

て、活動の目的や内容が、社会貢献やボランティア活動であるという条件を満たし、WAVOC

の理念（http://www.waseda.jp/wavoc/about/idea.html）にあっていれば、活動の質について

は審査の対象としません。

・評価のポイントは、申請書類において以下の点をどれだけアピールできているかという点にあ

ります。見やすさに配慮しつつも、以下の 3 点を A４二枚に自由にまとめ、大いにアピールし

てください。

① これまでの活動の目に見える成果

これまでの活動（イベント、合宿などを含む）の記録とその成果、定期的なミーティング・勉

強会などの内容・回数・参加者数、表彰やメディアへの露出など社会的・客観的評価、補助金

の取得など。（最大過去 3 年程度）

② 活動の目に見えない成果

活動に関わる目に見えない努力やメンバーの内面的な成長、失敗から何を学んだか、どんなふ

うに考え方や価値観が変化したか、活動先・関係者からの反応・コメントなど。

③ これから 3 年間の活動予定

学生らしい発想、豊かなビジョンを期待します。そして同時に、どのようにそれを実現するの

か、十分に考えていることが伝わってくる計画が求められます。

・選考は、WAVOC の専任教職員が行い、所長の裁可をへて決定します。

・選考は書類審査のみでおこないますが、これまでに WAVOC に公認されたことがない団体に対

しては、書類審査を通過したのちに面接をおこないます。

評価項目と

評価指標

上記の評価基準をもとに、以下の 8 項目を 4 段階で評価します。

申請書類の該当部分 評価指標

全体
1 目的および活動が社会情勢や社会問題に対応しているか

2 活動先の現場または社会の問題解決に貢献したか（貢献しそうか）

①目に見える成果
3 活動は活発だったか、目に見える成果があったか（ありそうか）

4 社会（学生・地域・メディアなど）へ広く発信したか（発信できそうか）
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②目に見えない成果
5 現場や学内外の関係者から評価されたか（評価されそうか）

6 試行錯誤を経てのメンバーの成長があったか（ありそうか）

③活動計画
7 豊かなビジョンや独創性があるか

8 具体的で実現可能な計画を立てているか

４＝たいへんよくできている ３＝よくできている

２＝できている １＝できていない

同点の場合の参考資料（現 WAVOC 団体のみ）

・保険、年度末の報告、各種提出物、返信などのひどい遅れがあったか

結果通知

・申請書のメールアドレスに採択の可否を連絡します。

結果発表：12 月 16 日（水）

・書類審査を通過した団体のうち、これまでに WAVOC に公認されたことがない団体には面接が

あります。

面接をする団体にその旨を通知する日：11 月 27 日（金） 11 月 25 日（水）

面接日：12 月上旬 11 月 30 日（月）18:10－19:30

その他

・再応募、再公認は妨げません。

・期限を 3 年としたのは、①審査を受けた時点の学生がいる時期に再審査ができる、②ボランテ

ィアとして意味のある活動を実施するために必要な最低期間、という点への配慮です。

・面接（これまでに WAVOC に公認されたことがない団体対象）では、申請書類の内容や WAVOC

ルール遵守の確認をします。この面接に、代表、または、代理(1 名)が出席できない場合は、辞

退とみなします。

・応募書類や面接での説明に事実と異なる点（虚偽、悪意のある誇張を含む）が含まれていた場

合、公認時点までさかのぼって公認を取り消すことがあります。

・反社会的な活動等、公認された目的や内容を著しく逸脱した活動によって早稲田大学や

WAVOC に損害を与えた場合には公認時点までさかのぼって公認を取り消し、損害賠償を請求

することがあります。

連絡先
早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター 公認プロジェクト募集係（担当：針生）

E-MAIL：wavocpj@list.waseda.jp TEL：03-3203-4192


